


















訳を介した異文化コラボレーション支援システムCoSMOS（Collaborative Safety Map on Open 
System）を開発した．CoSMOSには，災害安全マップを介した異文化コラボレーションを支援する
ため，掲示板，災害安全マップ上への付箋貼り付け，機械翻訳の3つの機能がある．掲示板機能は，
災害安全マップに対する感想や議論の場所として利用でき，さらに付箋貼り付け機能によって，マ
ップ上の任意の場所にメッセージを書き込むことができる．CoSMOSは日本語，英語，トルコ語，
フランス語，中国語（繁体）の5言語に対応しており，言語グリッドの機械翻訳を利用した機械翻訳
機能によって，入力されたメッセージは自動的に入力言語以外の4言語に翻訳される． 
本研究では，異文化間の防災協働学習における，機械翻訳，掲示板，災害安全マップ上への
付箋貼り付けの3つの機能の有効性を評価する．防災協働学習には，災害図上訓練DIG（Disaster 
Imagination Game）を取り入れた防災協働学習プログラムを実施した．機械翻訳機能は，協働学習
中の議論において，母国語によって発信したメッセージの翻訳結果が他の学習者に通じているかど
うかによって有効性を評価した．さらに，掲示板機能と付箋貼り付け機能に対しては，3つのレベル
からなる学習テーマを設定し，各レベルの学習テーマに対する回答を導くのにそれぞれの機能が使
用されるかどうかによって，異文化間の防災協働学習における機能の有効性を評価した． 
その結果，機械翻訳機能によって発生した誤訳や誤解に対して，付箋貼り付け機能が有効に
働く事例が見られた．また，掲示板機能は学習者の議論の場として最も利用された機能であったが，
災害安全マップ上の特定の場所を伝える場合，テキストだけでは表現しづらい場所を相手に伝える
のに付箋貼り付け機能が有効であった．機械翻訳機能や掲示板機能で生じる問題を，付箋によって
解決できた事例がいくつか見られたことから，異文化間の防災協働学習において付箋貼り付け機能
が有効であることが分かった． 
